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序十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
ベ
ル
リ
ン
で
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
台
頭
し
、
近
代
ド
イ
ツ
美
術
史
の
転
換
期
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
一
九
〇
〇
年
頃
に
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
抜
い
て
ド
イ
ツ
最
大
の
芸
術
の
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
と
な
っ
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ

は
、
一
八
七
一
年
の
帝
国
成
立
後
、
経
済
的
繁
栄
を
築
き
、
国
民
の
文
化
的
意
識
も
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。

皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
（W

ilhelm
 I., 1797-1888 

第
七
代
プ
ロ
イ
セ
ン
王
﹇
在
位
一
八
六
一
―
八
八
年
﹈、
初
代
ド
イ
ツ

皇
帝
﹇
在
位
一
八
七
一
―
八
八
年
﹈）
は
強
力
な
国
家
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
も
っ
と
も
ふ
わ
さ
し
い
場
所
と
し
て
、
一
八
七

六
年
に
建
立
し
た
、
ベ
ル
リ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
目
標
を
定
め
た
。
祖
国
に
奉
仕
す
る
殿
堂
の
構
築
に
力
を
注

ぎ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
の
輝
か
し
い
勝
利
を
表
明
す
る
大
画
面
の
歴
史
画
が
美
術
館
の
壁
面
を
埋
め
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。
一

八
八
八
年
に
二
十
九
歳
の
若
さ
で
ド
イ
ツ
皇
帝
に
即
位
し
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（W

ilhelm
 II., 1859-1941 

第
九
代
プ
ロ
イ

セ
ン
国
王
・
第
三
代
ド
イ
ツ
皇
帝
﹇
在
位
一
八
八
八
―
一
九
一
八
年
﹈）
は
、
帝
国
主
義
政
策
を
推
進
し
、
ホ
ー
エ
ン
ツ
ォ
レ



12

年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
マ
ネ
か
ら
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ

へ
―
―
フ
ー
ゴ
・
フ
ォ
ン
・
チ
ュ
ー
デ
ィ
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
闘
争
展）

1
（

」
で
あ
る
。
す
で
に
一
九
九
三
年
に
、
チ
ュ
ー
デ
ィ
が
獲

得
し
た
フ
ラ
ン
ス
近
代
美
術
作
品
に
つ
い
て
、
バ
ル
バ
ラ
・
パ
ウ
ル
の
緻
密
な
調
査
研
究）

2
（

が
世
に
出
て
反
響
を
呼
び
、
ま
た
チ

ュ
ー
デ
ィ
の
伝
記）

3
（

も
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
研
究
の
裾
野
が
広
が
っ
た
。
チ
ュ
ー
デ
ィ
の
も
っ
と
も
評

価
の
高
い
業
績
で
あ
る
「
ド
イ
ツ
美
術
の
百
年
展
」（
一
九
〇
六
年
）
に
つ
い
て
ザ
ビ
ー
ネ
・
ベ
ネ
ッ
ケ
の
研
究）

4
（

が
出
版
さ
れ
、

そ
の
後
も
チ
ュ
ー
デ
ィ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
改
革
の
時
代
が
可
視
化
さ
れ
る
展
覧
会
や
出
版
が
続
き
、
そ
の
な
か
で
、
ベ
ル
リ
ン
分

離
派
の
画
家
、
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ー
バ
ー
マ
ン
の
生
誕
百
五
十
年
記
念
の
大
回
顧
展）

5
（

が
一
九
九
七
年
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

ベ
ル
リ
ン
の
パ
ト
ロ
ン
や
コ
レ
ク
タ
ー
に
注
目
し
た
一
九
九
七
年
の
ト
ー
マ
ス
・
ゲ
ー
ト
ゲ
ン
ス
の
講
演
「
パ
ト
ロ
ン
と
し
て

図 0‐ 1　フーゴ・フォン・チューディ，1910
年頃撮影

ル
ン
家
出
身
の
王
の
胸
像
が
並
ぶ
国
家
権
力
の
表
象
装
置
で
あ
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
一
層
の
強
化
に
励
ん
だ
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
十
九
世
紀
美
術
を
主
と

す
る
寄
贈
を
基
礎
に
開
設
さ
れ
た
美
術
館
で
あ
り
、
近
代
美
術
館

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
べ
き
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
皇
帝

や
皇
帝
派
の
愛
国
主
義
が
渦
巻
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

大
胆
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
改
革
を
行
っ
た
の
が
、
一
八
九
六
年
に
美
術

館
長
に
就
任
し
た
フ
ー
ゴ
・
フ
ォ
ン
・
チ
ュ
ー
デ
ィ
（H

ugo von 

Tschudi, 1851-1911

）（
図
0
‐
1
）
で
あ
っ
た
。

時
を
超
え
て
チ
ュ
ー
デ
ィ
に
光
が
当
た
っ
た
の
は
、
一
九
九
七
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の
市
民）

6
（

」
が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
パ
ト
ロ
ン
や
コ
レ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
発
展
的
な
研
究）

7
（

が
現
在
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
元
館
長
の
パ
ウ
ル
・
オ
ル
ト
ヴ
ィ
ン
・
ラ
ー
ヴ
ェ
に
よ

る
古
典
的
著
書）

8
（

が
す
で
に
六
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
、
く
わ
え
て
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
の
貢
献
が
続
き
、
ベ
ル
リ
ン
分
離
派
を
中

心
と
す
る
世
紀
転
換
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
チ
ュ
ー
デ
ィ
の
協
力
者
で
あ
っ
た
美
術
商
パ
ウ
ル
・
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
の
子
孫
に
あ
た
る
歴
史
学
者
ピ
ー
タ
ー
・
パ
レ
ッ
ト
の
研
究）

9
（

が
あ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
゠
ハ
ー

ン
も
こ
の
ベ
ル
リ
ン
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
芸
術
や
文
化
に
つ
い
て
多
数
の
研
究）

10
（

を
発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
フ
ォ
ー
ス
タ

ー
゠
ハ
ー
ン
は
、
こ
の
時
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
こ
れ
ま
で
〝
不
当
〞
に
も
「
一
般
に
軽
視
さ
れ
て
き
た）

11
（

」
と
指
摘
す
る
。
パ
リ

を
中
心
と
し
た
近
代
の
美
術
が
重
視
さ
れ
、
ま
た
「
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
」
や
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」
の
芸
術
家
の
活
躍
が
み
ら
れ
る
ヴ
ァ

イ
マ
ー
ル
時
代
の
影
に
隠
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
に
あ
げ
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
（
一
八
九
〇
―

一
九
一
八
年
）
の
皇
帝
の
権
力
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
政
治
的
特
色
が
、
本
格
的
な
美
術
史
研
究
を
妨
げ
て
い
た
要
因
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
写
真
資
料）

12
（

（
図
0
‐
2
）
は
、
そ
の
政
治
性
を
裏
付
け
て
い
る
。
博
覧
会
で
の
「
ド
イ

ツ
美
術
展
」
は
、
中
央
下
段
に
マ
ッ
ク
ス
・
ケ
ル
ナ
ー
作
の
《
ヴ
ィ
ル
ム
ヘ
ル
ム
二
世
》
が
展
示
さ
れ
、《
草
上
の
昼
食
》
を

中
心
と
す
る
「
マ
ネ
の
壁
面
」
が
着
目
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
美
術
の
百
年
展
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
様
相
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
マ
ネ
や
セ
ザ
ン
ヌ
の
作
品
を
最
初
に
美
術
館
に
獲
得
し
た
の
は
パ
リ
で
は
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
功
績
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
至
る
ま
で
ド
イ
ツ
で
も
一
般
的
に
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
同
博
覧
会
の
ド
イ
ツ
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ブ
ル
ー
ノ
・
メ
ー
リ
ン
グ
の
近
代
的
な
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ル

の
デ
ザ
イ
ン
で
飾
ら
れ
た
こ
と
は
、
建
築
や
工
芸
品
と
は
異
な
る
美
術
へ
の
国
家
的
圧
力
を
知
る
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま



図 0‐ 2　1900年パリ万国博覧会。上：「フランス美術の百年展」，下：「ドイツ美術展」



図 0‐ 3　1908年のナショナル・ギャラリー展示室。上：メンツェルの間，下：印象主義の部
屋
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た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
一
九
〇
八
年
の
展
示
写
真）

13
（

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
ド
ル
フ
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
《
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
王
の
一
八
七
〇
年
七
月
三
十
一
日
の
軍
へ
の
旅
立
ち
》
が
壁
面
の
中
央
を
支
配
し
て
い
る
愛
国
的
な
展
示
室
（
図
0

‐
3
）
と
、
そ
の
上
階
に
追
い
込
ま
れ
た
「
印
象
主
義
の
部
屋
」
と
呼
ば
れ
る
、
チ
ュ
ー
デ
ィ
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
新
し
い

展
示
室
（
左
か
ら
マ
ネ
《
温
室
に
て
》（
別
図
1
）、《
リ
ュ
エ
イ
ユ
の
別
荘
》、
ル
ノ
ワ
ー
ル
《
夏
に
》、《
花
咲
く
マ
ロ
ニ
エ
の

木
》、《
ヴ
ァ
ル
ジ
ュ
モ
ン
の
子
供
た
ち
の
午
後
》（
別
図
2
）、
ピ
サ
ロ
《
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
、
ポ
ン
ト
ワ
ー
ズ
の
別
荘
》、
モ

ネ
《
ヴ
ェ
ト
ゥ
イ
ユ
の
眺
め
》、
セ
ザ
ン
ヌ
《
果
物
と
皿
の
静
物
》、《
ポ
ン
ト
ワ
ー
ズ
の
ク
ー
ル
ー
ヴ
ル
の
粉
ひ
き
小
屋
》（
別

図
3
）、《
花
と
果
物
の
静
物
》、
モ
ネ
《
ア
ル
ジ
ャ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
の
家
》、
ド
ガ
《
会
話
》、
モ
ネ
《
夏
》（
別
図
4
）、
そ
し
て
ロ

ダ
ン
《
青
銅
時
代
》、《
ジ
ュ
ー
ル
・
ダ
ル
ー
》、《
人
間
と
考
察
》）
の
差
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
列
挙
し
た
ロ
ダ
ン
以

外
の
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
作
品
は
、
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
パ
リ
の
デ
ュ
ラ
ン
゠
リ
ュ
エ
ル
と
ベ
ル
リ
ン
の
パ
ウ
ル
・
カ
ッ
シ

ー
ラ
ー
画
廊
か
ら
獲
得
し
、
パ
ト
ロ
ン
の
寄
贈
と
し
て
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
っ
た
作
品
群
で
あ
る
。

チ
ュ
ー
デ
ィ
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
た
ら
し
た
新
風
に
は
、
世
紀
転
換
期
の
ベ
ル
リ
ン
の
活
気
が
反
映
し
て
い

る
。
パ
リ
万
国
博
覧
会
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
の
分
離
派
の
設
立
を
契
機
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
に
も
国
際
的
気
運
が
高
ま

り
、
一
八
九
九
年
に
ド
イ
ツ
印
象
主
義
の
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ー
バ
ー
マ
ン
が
初
代
会
長
と
し
て
「
ベ
ル
リ
ン
分
離
派
」
を
設
立
し

た
。
古
い
伝
統
を
固
守
し
、
時
代
が
要
求
す
る
革
新
的
な
芸
術
を
拒
む
プ
ロ
イ
セ
ン
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
反
旗
を
翻
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
一
八
九
五
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
発
行
さ
れ
た
芸
術
文
芸
雑
誌
『
パ
ン
（Pan

）』
創
刊
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ユ
リ
ウ

ス
・
マ
イ
ア
ー
゠
グ
レ
ー
フ
ェ
が
、『
近
代
美
術
発
展
史）

14
（

』（
一
九
〇
四
年
）
を
著
し
、
ド
イ
ツ
の
知
識
人
に
マ
ネ
や
印
象
主
義

へ
の
関
心
を
促
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
近
代
美
術
の
「
絵
画
的
」
質
を
重
視
し
、
歴
史
的
文
脈
に
お
い
て
そ
の
価
値
を
見
出
す
こ
と

で
、
ド
イ
ツ
美
術
に
同
様
の
意
識
転
換
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
マ
イ
ア
ー
゠
グ
レ
ー
フ
ェ
の
一
八
九
九
年
の
論
文
「
新
し
い
ナ
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シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー）

15
（

」
は
、
チ
ュ
ー
デ
ィ
の
美
術
館
改
革
に
早
く
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
推
進

し
た
の
は
、
と
り
わ
け
前
述
し
た
一
九
〇
六
年
の
「
ド
イ
ツ
美
術
の
百
年
展
」
で
、
ド
イ
ツ
美
術
を
国
際
的
な
潮
流
へ
と
導
き
、

ま
た
展
覧
会
準
備
の
た
め
の
徹
底
し
た
調
査
に
お
い
て
、
歴
史
に
埋
も
れ
て
い
た
カ
ス
パ
ー
・
ダ
ー
ヴ
ィ
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

が
〝
再
発
見
〞
さ
れ
た
こ
と
は
展
覧
会
の
成
果
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ア
ル
ン
ホ
ル
ト
や
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
よ
う
に
、
多
く
は
富
裕
な
ユ
ダ
ヤ
系
の

資
本
家
で
あ
っ
た
パ
ト
ロ
ン
た
ち
も
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
動
向
を
支
持
し
、
美
術
館
の
近
代
美
術
作
品
の
購
入
に
資
金
的
な
援
助
を

提
供
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
皇
帝
や
皇
帝
派
の
糾
弾
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ュ
ー
デ
ィ
を
支
え
た
芸
術
家
、
美
術
史
家
、
美
術

商
、
パ
ト
ロ
ン
、
コ
レ
ク
タ
ー
は
、
い
わ
ば
「
共
同
体
的
」
な
連
携
に
よ
っ
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
大
き
な
波
を
ベ
ル
リ
ン
に
引

き
寄
せ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
近
代
美
術
の
活
性
化
に
は
、
排
外
主
義
対
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
対
立
だ
け
で
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す

る
強
い
差
別
意
識
が
加
わ
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
へ
の
抑
圧
は
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
チ
ュ
ー
デ
ィ
は
皇
帝
の
策
略

に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
追
放
さ
れ
、
そ
の
後
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
絵
画
館
（
現
在
は
バ
イ
エ

ル
ン
州
立
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
館
長
と
し
て
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
、
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
再
生
に
腕
を
振
る

う
が
、
結
局
こ
の
地
で
も
保
守
派
に
よ
っ
て
道
を
阻
ま
れ
、
改
革
を
全
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
時
代
も
排
外
主
義
が

ま
す
ま
す
蔓
延
し
、
一
九
一
一
年
の
『
ド
イ
ツ
の
芸
術
家
に
よ
る
抗
議
』
の
矛
先
は
、
フ
ラ
ン
ス
美
術
を
尊
重
す
る
モ
ダ
ニ
ス

ト
に
向
か
っ
た
。
こ
の
抗
議
書
の
挑
発
的
な
内
容
は
、
ナ
チ
ス
政
権
の
「
退
廃
美
術
展
」
や
そ
の
反
ユ
ダ
ヤ
、
反
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、

そ
し
て
反
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
戦
略
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
美
術
に
お
け
る
排
他
的
傾
向
に
は
、
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
固
有
の
歴
史
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
本
質
と
は
な
に
か
、
国
際
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様
式
と
の
共
存
は
可
能
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
「
病
の
自
己
意
識
」、「
劣
等
感
」
は
、
中
世
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
ド
イ
ツ
人

を
悩
ま
す
「
や
っ
か
い
な
遺
産
」
で
あ
っ
た）

16
（

。
愛
国
的
で
な
い
と
す
る
チ
ュ
ー
デ
ィ
へ
の
批
判
が
同
時
代
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ

ェ
ル
フ
リ
ン
（H

einrich W
ölfflin, 1864-1945

）
の
場
合
と
同
一
視
さ
れ
る
の
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
『
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ

ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術）

17
（

』（
一
九
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
イ
タ
リ
ア
的
形
式
を
崇
拝
す
る
あ
ま
り
に
ド
イ
ツ
性
を
葬

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
非
難
の
声
が
上
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
時
代
に
は
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン

ス
が
、
近
代
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
主
義
が
影
響
力
の
あ
る
国
際
様
式
と
し
て
、
ド
イ
ツ
美
術
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ

た
の
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
デ
ィ
を
支
え
た
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
は
、「
ど
の
よ
う
な
抗
議
活
動
で
も
、
こ
の

0

0

差
し
迫
っ
た
破
滅
を
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う）

18
（

」
と
悲
観
的
な
想
い
を
一
九
〇
八
年
の
チ
ュ
ー
デ
ィ
に
宛
て
た
書
簡
に
託
し
て
い
る
。

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
チ
ュ
ー
デ
ィ
と
日
本
美
術
の
関
係
も
、
ベ
ル
リ
ン
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の

視
点
か
ら
描
写
し
て
い
る
。
印
象
主
義
や
万
国
博
覧
会
を
契
機
と
し
て
、
パ
リ
を
経
由
し
た
日
本
美
術
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た

ベ
ル
リ
ン
で
は
、
東
ア
ジ
ア
美
術
館
が
一
九
〇
六
年
に
設
立
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
し

て
い
た
。
チ
ュ
ー
デ
ィ
は
日
本
の
工
芸
品
「
刺
繍
屏
風
画
」
を
一
八
九
九
年
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
収
集
し
、
一
九

〇
八
年
に
は
日
本
を
訪
れ
、
京
都
や
東
京
を
見
学
し
て
い
る
。
亡
く
な
る
ま
で
所
有
し
て
い
た
ゴ
ッ
ホ
の
《
坊
主
と
し
て
の
自

画
像
》（
別
図
5
）
は
特
別
な
意
味
を
も
つ
絵
画
で
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
、
筆
者
は
こ
の
作
品
を
日
本
へ
の
共
感
の
証
と

し
て
捉
え
て
い
る
。

チ
ュ
ー
デ
ィ
は
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
闘
争
者
」
あ
る
い
は
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
殉
教
者
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
チ
ュ
ー
デ
ィ
が
生

涯
を
か
け
た
こ
の
よ
う
な
画
期
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
改
革
も
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
獲
得
し
た
、
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あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
系
の
パ
ト
ロ
ン
た
ち
が
保
有
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
美
術
を
中
心
と
す
る
優
れ
た
外
国
作
品
の
多
く
は
、
今
日

で
も
「
所
在
不
明
」
で
あ
る
。
戦
災
だ
け
で
な
く
、
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
処
分
さ
れ
、
あ
る
い
は
略
奪
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
近
代

美
術
作
品
は
、
所
有
者
の
運
命
と
同
様
に
悲
劇
的
な
結
末
に
至
っ
た）

19
（

。

し
か
し
、
チ
ュ
ー
デ
ィ
の
死
後
に
、
彼
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
収
蔵
を
希
望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
体
制
に

拒
ま
れ
た
数
あ
る
フ
ラ
ン
ス
近
代
絵
画
を
支
持
者
た
ち
が
協
力
し
て
購
入
し
、
チ
ュ
ー
デ
ィ
の
最
後
の
改
革
の
場
所
と
な
っ
た

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
に
寄
贈
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
々
の
心
を
繋
ぐ
芸
術
本
来
の
力
を
証
明
し
た

歴
史
的
事
例
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
因
習
的
な
体
制
と
闘
う
チ
ュ
ー
デ
ィ
の
姿
は
、
新
し
い
芸
術
に
挑
む
支
え
に

な
っ
た
こ
と
を
「
青
騎
士
」
の
フ
ラ
ン
ツ
・
マ
ル
ク
や
「
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
」
の
エ
ー
リ
ヒ
・
ヘ
ッ
ケ
ル
は
告
白
し
て
い
る）

20
（

。
チ
ュ

ー
デ
ィ
の
信
条
は
こ
の
よ
う
に
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。


